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中学校卒業までの通院医療
費の無料化を求める請願 ○ ○ ○ ● ● 

 

 

市
民
一
三
〇
〇
人
の
署
名
を
添
え
て

６
月
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
、

「
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
（
通
院
）

無
料
化
を
求
め
る
請
願
が
１６
日
、
文
教

福
祉
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
は
、
公
明
党
及
び
豊
政
会
（
自

民
党
）
の
会
派
が
反
対
。
賛
成
は
共
産

党
ら
３
会
派
で
し
た
。 

  

委
員
会
審
議
で
は
、
共
産
党
市
議
団

の
太
田
議
員
が
、「
子
育
て
支
援
と
ま
ち

づ
く
り
の
野
洲
市
へ
無
料
化
を
行
う
べ

き
」
を
主
張
。
こ
れ
に
対
し
て
公
明
党

議
員
ら
は
、「
趣
旨
は
わ
か
る
が
財
政
が

大
変
」
「
コ
ン
ビ
二
受
診
に
つ
な
が
る
」

な
ど
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

  

核
家
族
世
帯
が
増
加
す
る
中
、
若
い

世
帯
は
子
育
て
や
病
気
な
れ
ば
不
安
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
る
の
が
行
政

の
責
任
で
す
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
実
施
は
切
実
な
願
い
で

す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
請
願
採

択
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

  

請
願
は
１８
日
の
最
終
本
会
議
で
審

議
さ
れ
採
決
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

子
育
て
安
心
の
ま
ち
へ
、
医
療
費
無
料
化
の
実
施
は
切
実
な
願
い
で
す
。

１６
日
の

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
で
、
「中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
（
通
院
）
無
料
化
を
求
め
る

請
願
」が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
切
実
な
願
い
を
込
め
た
請
願
は
、
公
明
党
・
豊
政
会
が
反

対
。
共
産
党
は

１８
日
の
最
終
本
会
議
で
採
択
へ
実
現
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。 

■ 就学援助制度の拡充を求める意見書 
暮らしが大変なときです。野洲市でも就学援助を受ける児童・生徒が急増して

います。自民・公明内閣は補助金を削減していますが、これを元に戻し、就学
援助の拡充を求める意見書です。 
 

■ 「乳幼児医療費無料化制度」を国の制度として創設するよう求める意見書 
子育て支援は国の責任です。安心して子どもを育てられる社会の実現へ、国が

乳幼児医療費無料化を制度化するよう求めた意見書です。 
 

■ 農地法の一部を改正する法律案の撤回を求める意見書 
農地法の改正が国会に提案されています。儲からなければ
直ちに撤退し農業を破壊する企業の農業参入を認める農地

法の改正案の撤回を求める意見書です。 

日本共産党市議団は議案提
案権を生かして、３本の意見
書を提案しました。暮らしが
大変なとき、市民の暮らしを
守る切実な意見書です。採
択に向けがんばります。 

議案提案権 議会定数の１２分の
１の賛成者があれば市長と同じよ
うに議案を提案する権利がありま
す。日本共産党は毎議会切実な願い
を議案として提案しています。  

○＝賛成 ●＝反対 


